
本丸内堀発掘調査成果について

本丸内堀内において、堀底部の堆積状況及び地下遺構の残存状況、石垣裾部におい
ては、石垣根石周辺の現況を調査し、その安定性を確認する調査を行ってきている。
本調査はその一環として、令和元年度に実施した地中レーダー探査において強い反

応を示した部分について、地下遺構や攪乱の状況を確認するために実施するものであ
る。あわせて、レーダー探査の強い反応部分と、天守台及び内堀御深井丸側石垣との
接点の状況を確認することも目的としている。

調査期間 令和２年１１月１３日～現在実施中

調査地点 本丸内堀内４地点（Ｗ～Zトレンチ、図１参照）

調査面積 各地点２１㎡ 合計８４㎡（予定）

調査概要 W～Ｚの４トレンチのそれぞれにおいて、まず南北方向のトレンチの
掘削を行った。その際に、各トレンチにおいて、近世包含層掘削中に、
石垣の築石の可能性が考えられる大型の石材が並んでいる状況（石列と
仮称）が確認された。各石材は、北側に位置するＷ及びＸトレンチのも
のは北側に、南のＹ及びＺトレンチのものは南側に面を持っている。ま
た、その石列の周辺で、礫群が認められた。南北方向のトレンチは、石
列・礫群の状況が明確に確認できるところまで近世包含層を掘り下げた。

それぞれの石列が、どの層位に据えられているのか確実には把握でき
ていないが、ＷとＸトレンチの石列、ＹとＺトレンチの石列はそれぞれ
同一直線上に位置していると判断され、またこの北と南の直線は約25ｍ
の間隔で平行している。

Ｗ地点においては、検出された石列の延長上に東西方向のトレンチを
計画していたため、その石列の広がりを確認するために、東西方向トレ
ンチの掘削を進めている。大きな石材が御深井丸側石垣に向かって続い
ている状況が確認されたが、御深井丸側石垣との接点は礫群が堆積した
状態が続いており、確認できていない。

なお、Ｘトレンチは、有識者等の指導を受け、石列に合わせて、当初
計画より約1m北にずらして東西方向のトレンチを設定した。またYトレ
ンチは、攪乱範囲を探るため当初予定通りのトレンチを掘削した。

写真１ 内掘発掘調査 調査区全景（北から）

図１ 地中レーダー探査結果（地表から1.2ｍ）→
とトレンチ設定位置
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図２ 調査区トレンチ位置と遺構面オルソ写真：約1／400
（資料4-8に拡大図あり）

＜凡例＞
北側石列（面が北
に揃う）

南側石列（面が南
に揃う）

約２５ｍ

（掘削中）
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写真４ Ｗトレンチ／ＧＬ-90cm付近 中央付近での石列検出状況（西から）

最初に着手した南北方向のＷトレンチでは、まず良好な堆積状況が確認できた(写真2)。現
地表面(6.2ｍT.P.前後)から現代層（写真2の①～②）や第2次世界大戦による被災後の整地層
(写真2の③。以下、戦災整地層とする)を挟んで、標高5.7m T.P.付近で旧堀底層(④)があら
われる。20cm程度の厚さの近代層(⑤)の下に、近世(江戸時代)埋土(⑥)が堆積し、上面は標
高5.5m T.P.を測る。近世層は約20cmの厚さであり、下位から礫群が検出された(写真3)。礫
群はトレンチ全体に広がっており、昨年度地中レーダー探査の反応が強い部分はこの礫群の
範囲を反映している可能性が高い(図1参照)。
トレンチ中央付近で、天守台石垣の石材と比べるとやや小さめの石材2個が並んで検出され

た（写真4、Ｗ-1石材・Ｗ-2石材）。何れも北に面を向け、南に控えを長くとっているように
見え、何らかの石列となる可能性が高いと推定された。なお、Ｗ-1石材の北面の勾配角度は
約46度、Ｗ-2石材は約56度とバラつきが見える。東西枝トレンチで検出されたＷ-3･4石材は
57度前後であり、Ｗ-1石材に近い。

Ｗトレンチ

←写真３ Ｗトレンチ／ＧＬ-90cm付近での礫群検出状況 （南から）

←写真２ Ｗトレンチ

東壁の土層堆積状況
（西から）

6.0mT.P.
①

②

③

④

⑤

➅

Ｗ-1石材の頂点は5.39ｍT.P.、Ｗ-2
石材の頂点は5.49ｍT.P.を測る（写真
④参照）。
この高さは大天守台西壁(Ｕ60石垣)

の現堀底面から2段下の上端付近と近
い高さとなると思われる。今後、さら
に詳しく比較して検討が必要であろう。

×５．４８５T.P.

W-1石材.

W-２石材.
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Ｗトレンチでは、南北方向のトレンチの中央付近に、御深井丸側石垣(U66石垣)に向
かって東西方向に延びるトレンチが設定されており、当初この石列の延長上に位置する
ため、石列の広がりを確認するため掘削も行った。
この枝トレンチを掘削すると、礫群及び石列がＵ66（内堀御深井丸側石垣）方向にの

びていくことが判明した。石列は西端石垣面から約2ｍ付近で終息しているようにみえ、
石垣面に接するかまたは南へ屈曲するかは、現時点では不明である(写真５)。また、石
列の北側を、礫を除きながら約10cmほど深く掘り下げたところ、地山ブロック等がめだ
ち、やや硬くしまった土が現れ、築城時の盛土と推定した。石垣面近くには、白色粘土
が多い土が検出されており、石列に伴う「根切り」部分の埋土であると思われる。

←写真５ Ｗトレンチ／ＧＬ-90cm付近 中央付近東
西方向トレンチでの石列検出状況（東から) 正面石
垣は御深井丸側石垣（Ｕ６６石垣）

写真６ Ｗトレンチ →

東西トレンチ、西端部での石列
検出状況（南から)
向かって左の石材（3本のパ

イプの横）は、御深井丸側石垣
（Ｕ６６石垣）の下部。

Ｗｰ４石材はＷｰ３に比べ控
えが長く、角石である可能性が
残される。黄色の破線部分は、
やや小ぶりの礫が広がってお
り、このレベルでは、石列の続
きとなるような大型石材は検出
されていない。

精査して確認することが必要
に思われる。

[写真５－２]
石列の正面と思われる北面の前に、石列の据えられ
た状況を把握するための小トレンチを設定した。検
出された礫群は、近世土層中に含まれ、その下には
硬くしまった土層があらわれ、築城時の盛土層と推
測した。石列の根切り境を推定し、さらに壁際を掘
り下げて観察した。⑧・⑨層ともに大きめの礫を含
み、このトレンチの範囲では、確実な判定はできな

かった。

⑧⑨

W-１石材

W-２石材

W-３石材

W-４石材

W-１石材

W-２石材

W-３石材

W-４石材

Wトレンチ 東壁
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写真１０ Ｙトレンチ／Ｙ-１石材上部の角度の測定（西から） 写真１１ Ｙ-１石材上部の角度（西から）

←写真７ Ｙトレンチ／ＧＬ-80cm付近 （南から）

写真８ Ｙトレンチ／ＧＬ-80cm付近 石列検出 （西から）

Ｗトレンチ同様に、近世埋土（包含層）中から礫群、石列状に並ぶ石材2個を検出した。石列は
トレンチ南端から約1.6mの位置である。石材は、Ｗトレンチのものと比べるとやや小さめである。
控えが長く、南側に面を持つ。Ｗトレンチの石列との距離は約25ｍである。
トレンチ北半は現天守閣建築の際に大きく攪乱されており、攪乱の範囲を確かめるため中央付近

から御深井丸側に向かって東西方向のトレンチを掘削した。図面にはまだ反映できていないが、攪
乱は御深井丸側石垣まで達していないことを確認した。

Ｙトレンチ

[写真９] 石列の南側を、礫を除きながら約10cmほど
深く掘り下げたところ、地山ブロック等めだちやや硬
くしまった土が現れた。Ｗトレンチと同じく、築城時
の盛土であると思われる。根切りの状況は、はっきり
しない。

[写真10・11] Ｙｰ１石材の角度は、石材上部のみの
測定では、約62度を測る。

←写真９ Ｙトレンチ／石列南側深掘り （西から）

５．５７２ｍT.P.×

Ｙ-１石材

Ｙ-２石材
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←写真１２ Ｘトレンチ／ＧＬ-80cm付近
礫群検出全景 （北から）

写真１３ Ｘトレンチ／中央
付近 ＧＬ-80cm付近 大型

石材（Ｘｰ１石材）検出
（上：東から、右：北から）

写真１４ Ｘトレンチ／東西方向トレンチ（西から）
正面石垣は大天守台西壁（Ｕ６０石垣）

Ｘトレンチでは、南北方向のトレンチの東半分を先行して掘削した。その部分で、近世埋土
（包含層）中から、礫群と一辺70～80cmの大型石材が発見された。大型石材は北向きに面を向け
ており、Ｗトレンチと同様な石列をなす可能性が高い。

写真１５ Ｘトレンチ／東西方向トレンチ（北から）
向かって左側が、大天守台西壁（Ｕ６０石垣）。

Ｘトレンチ

南北方向トレンチで検出された石列の東側
を、大天守台西壁(Ｕ60石垣)に向かって東西
方向に延長した。その結果、天守台石垣際ま
で石列が続くことを確認した。ただし、最も
石垣に近い石材(Ｘ-5)は原位置から動かされ
ている可能性が高い。すなわち、石材Ｘ-3か
らＸ-4に向けて、石列が天守台に向かって、
斜めに沈んでいくことや、Ｘ-3の東端からＸ-
5の西端にかけて、20cm大前後の亜円礫が集積
されており(写真15 赤い円形部分)、石材Ｘ-
5の下へ続いていくように見える。また、Ｘ-5
とＸ-6の間には、近世埋土と思われる土が、
挟み込まれている(ピンクの線の間)。

Ｘ-１石材

Ｘ-１石材

Ｘ-５石材

Ｘ-５石材

Ｘ-４石材

Ｘ-３石材

Ｘ-２石材

Ｘ-１石材

Ｘ-４石材
Ｘ-３石材

Ｘ-６石材

５．８４ｍT.P.

×５．４２ｍT.P.

５．６６ｍT.P.

×

Ｘ-１石材

×

約60度

約70度

約56度
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Ｚトレンチでは、北半で戦災後の整地の際の廃棄土坑が現地表から90cmの深さまで掘り込ま
れていた。
南半では、地表下20cm～50cmの深さで大小の礫の集中が認められた。この面で精査したが、礫
群は近代の埋土（包含層）中にあると推定できたため、記録を取り掘り下げることとした。
トレンチの西側半分を掘削したところ、南端から1.6mほどの地点の地表下80cmの深さでやや

大きめの石材が検出された。Ｙトレンチと同様、南側に面を持っており、石列をなすものと思
われる。なおＸトレンチの石列との距離は約25mである。

Ｚトレンチ

＜まとめ＞
○４トレンチすべてにおいて、主に亜円礫から成る礫群を検出した。
○礫群は、近世埋土中から検出され、瓦片が混在する。
○礫群中からは、石垣の築石に類する石材が、各トレンチで１箇所検出された。
○これらの石材は、両側の石垣にほぼ直交する方向に並んでおり、北側のＷ及びＸトレンチ
では北に、南側のＹ及びＺトレンチでは南に面を向けているように観察される。段積みは確
認できていない。
○石列は、築城期の盛土を掘り込んで据えられている可能性が高い。
○石材は、花崗閃緑岩が主であり、大型の矢穴（12×8×8cm）が確認できるものがある。
○大型石材の最高所レベルは、標高5.4～5.7ｍの範囲にほぼ収まる。
○Ｗトレンチの観察では、北側石列の西端部の状況は未確定である。
○Ｘトレンチでの観察から、北側石列の東端は大天守石垣西壁(Ｕ60石垣)にすりつく可能性
が高い。
○今回発見した東西方向の石列は、並行している点やそれぞれ片側に面を持つこと、築城期
堀底面より下から立ち上がる可能性が高いことなどの特徴が読み取れる。築城期（もしくは
近い時期）に、石垣を伴う構築物の基礎部分が築かれていたことが類推される。そして近世
のある時期に、その石列は破却・整理され、裏栗石等の石材が平坦に敷きなおされた後、埋
没したと推察ができよう。

＜今後の調査の進め方＞
○今回の調査目的に鑑み、石列と天守台石垣、御深井丸側石垣の接点の部分を確認する。そ
のため、Ｗ区の御深井丸側石垣際を調査し石列の西端を確認するとともに、Ｙ区及びＺ区に
おいて、石列部分からそれぞれ御深井丸側、天守台側石垣に向かって、東西方向のトレンチ
を設定する。Ｙ区はトレンチを追加し、Ｚ区では当初計画から南に移動して調査する(図3）。

←写真１６ Ｚトレンチ／南北方向トレンチ（南から）

写真１７ Ｚトレンチ／南北方向トレンチ、南端付近
大型石材検出状況（西から）
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当初計画トレンチ位置

変更後トレンチ位置追加トレンチ位置

図３ 今後の調査計画（変更後のトレンチ位置図）
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